
熊本東年金事務所  
☎096ｰ367ｰ2503

医療保険課　　　　　  
☎32ｰ1417

文化スポーツ課  ☎32ｰ1954
私たちが暮らす宇城市の郷土にまつわる

さまざまな文化の魅力を発信します

商工観光課  ☎32ｰ1604

開館時間　10時～17時
休館日 月・木曜(祝日の場合はその翌日)
住所　豊野町糸石3818　☎45-2102

・郷土資料館郷土資料館郷土資料館郷土資料館郷土資料館郷土資料館 ・
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折り畳み式踏み台に注意

県指定重要文化財 木
もくぞうじゅういちめん

造十一面観音立像

れる表現は、鎌倉時代後半の作風であることから、
現在では別人によるものと考えられています。ま
た、現在長

は せ で ら

谷寺にある十一面観音菩薩立像は、
錫
しゃくじょう

杖（僧・修
しゅげんじゃ

験者が持ち歩く杖）を持っており、こ
れも長

ちょうこくじ

谷寺の像と異なる特徴です。
　しかし、地域の伝承からは、長

は せ で ら

谷寺の十一面観
音菩薩にあやかった信仰が、熊本まで広がってい
たことがよく分かります。
　11の顔で全方
向を見守る観音
菩薩は、現世で
の利益と来世で
の果報をもたら
すとされていま
す。
　ぜひ、皆さん
もご覧ください。

　鎌倉期の剛健さがう
かがえる木造十一面観
音立像は、昭和36年に
県の重要文化財として
指定され、小川町の
長
ちょうこくじ

谷寺に本
ほんぞん

尊としてま
つられています。
像は、高さ1.3ｍ、ヒ

ノキ材による寄
よせぎづくり

木造
（頭部・胴身部からな
る主要部を二材以上の木を寄せ合わせて造るも
の）で、頭上に10の顔を持っています。また、髪、
眼、唇にのみ彩色が施され、左手に水瓶を持ち、
右手は膝前まで垂らされています。この観音立像
は、1127（大治2）年に奈良県の長

は せ で ら

谷寺にある十一
面観音が勧

かんじょう

請（神仏の分霊を迎えること）されたも
の。快

かいけい

慶による作と伝わっていますが、像に見ら

　　　折り畳み式踏み台につかまり立ちをし
ていた乳児が、踏み台の隙間に指の先端を挟
んで切断する事故が発生。同様の事例が多く
寄せられています。

詳しくは
こちら

消費者へのアドバイス
▪�可動部などの挟まる部分が少ない、一体構造や
組立式の商品を選択することを検討しましょう。
▪�踏み台を使用するときは隙間に手指を挟まない
よう注意しましょう。
▪��乳幼児が折り畳み式
踏み台に触れないよ
う、管理・保管しま
しょう。

　　　
事例

相談は 宇城市消費生活センター ☎33－8277 へ

木造十一面観音立像

年末調整や確定申告で使用するまで

控除証明書は大事に保管を

社会保険料控除対象 ���その年の1月1日から12月
　31日までに納付した保険料全額

　控除を受けるには「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」の添付または提示が必要です。

　控除証明書は、日本年金機構から11月上旬（10
月1日以降に今年初めて納付した人には、令和4年
2月上旬）までに送付されます。

所在地　小川町中小野

相談は年金加入ダイヤル相談は年金加入ダイヤル ☎0570-003-004 へ
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312

九
州
自
動
車
道

十
一
面
観
音

小
野
部
田
小

至
松
橋

至　豊野

人権啓発課 人権啓発課 人権啓発課 人権啓発課 
☎ 32ｰ1708　FAX 32-0110☎ 32ｰ1708　FAX 32-0110☎ 32ｰ1708　FAX 32-0110☎ 32ｰ1708　FAX 32-0110☎ 32ｰ1708　FAX 32-0110
　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp

本田博
ひろみち

通地域人権教育指導員が学校で働いていた

経験などから「じんけん」の今をお伝えします

　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp　 jinkenkeihatsuka@city.uki.lg.jp

生涯学習課  ☎32ｰ1934

21 広報うき 2022・12・1

全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
年

緑
鮮
や
か
な
田
園
風
景
が
ス
ク

リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

冒
頭
は
、
主
人
公
瀬せ

が
わ川
丑う
し
ま
つ松
の
わ

ず
か
な
セ
リ
フ
と
、
葛か
っ
と
う藤
を
隠
す
か

の
よ
う
な
無
表
情
の
ア
ッ
プ
。
間ま
み
や宮

祥し
ょ
う
た
ろ
う

太
朗
演
じ
る
丑
松
の
凛り
ん

と
し
た
透

明
感
に
、
背
筋
が
伸
び
ま
す
。

全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
年
を
記

念
し
て
製
作
さ
れ
た
映
画「
破は

か
い戒
」。

全
国
水
平
社
は
部
落
差
別
を
自
ら

の
闘
い
で
な
く
す
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
全
国
組
織
で
す
。

そ
の
創
立
大
会
で「
人
の
世
に
熱

あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」と
締
め
く

く
ら
れ
た「
水
平
社
宣
言
」は
、
部
落

問
題
だ
け
で
な
く
社
会
に
存
在
す

る
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
か
ら
の
人
間
解

放
を
謳う

た

い
、
日
本
で
最
初
の
人
権
宣

言
と
し
て
社
会
の
教
科
書
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
破
戒
」は
部
落
出
身
と
い
う
出し
ゅ
つ
じ自

を
隠
し
通
せ
と
父
親
か
ら
戒い
ま
しめ
を
受

け
た
小
学
校
教
師
の
丑
松
が
、
身
の

周
り
で
起
こ
る
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別

に
心
を
乱
し
な
が
ら
も
、
一
つ
の
決

意
を
固
め
て
い
く
と
い
う
島し
ま
ざ
き
と
う
そ
ん

崎
藤
村

の
小
説
で
す
。

２
０
２
２
年
は
全
国
水
平
社
が
創

立
さ
れ
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
の

年
で
し
た
。
全
国
水
平
社
は
戦
後
、

新
し
い
組
織
に
受
け
継
が
れ
、
広
く

市
民
運
動
と
も
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら

人
権
と
平
和
の
確
立
に
向
け
、
多
く

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
流る

ふ布
さ
れ
る
差

別
情
報
や
あ
か
ら
さ
ま
な
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
、
あ
る

い
は
近
年
の
感
染
症
流
行
を
契け

い
き機
と

す
る
偏
見
・
差
別
な
ど
、
悪
質
な
差

別
事
件
は
今
も
な
お
あ
り
ま
す
。

先
日
、
水
平
社
博
物
館
館
長
の

駒こ
ま
い井
忠さ
だ
ゆ
き之
さ
ん
が
、
こ
ん
な
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

「
脳
科
学
の
世
界
で
は
、
脳
は
否

定
形
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
野
球
で

「
低
め
の
球
に
は
手
を
出
さ
な
い
」と

指
示
を
与
え
る
よ
り「
高
め
の
球
を

狙
っ
て
い
こ
う
」と
伝
え
る
方
が
行

動
が
積
極
的
に
な
る
。
同
じ
よ
う
に

「
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
」と
い
う

言
葉
も
意
識
付
け
と
し
て
大
切
だ
け

れ
ど
、
脳
が
行
動
に
結
び
付
け
る
に

は「
‥
‥
‥
」と
肯
定
形
に
直
す
こ
と

が
必
要
で
す
」。

な
る
ほ
ど
、
さ
て
、
あ
な
た
な
ら

「
‥
‥
‥
」に
ど
ん
な
言
葉
を
入
れ
ま

す
か
。

市では、市内で活躍する
女性を登録し、市が実施す
る講座や研修会の講師、審
議会や委員候補として推薦
しています。
　あなたの能力を市の施策
に生かしてみませんか。

対象 市在住の20歳以上の女性で次に該当する人
▪�市政に関心があり、社会活動や地域の発展に熱
意を持って貢献できる人
▪�仕事、研究、芸術、スポーツなど
のあらゆる分野で専門的な知識や
活動実績のある人または有識（資
格）者格）者

　「男女共同参画相談室らいふ」は性別にとらわれ
ない自由な生き方の選択と人権を尊重した総合相
談窓口です。相談は無料で、秘密は厳守します。
性別を問わず誰でも相談できるので、一人で悩ま
ず気軽に電話してください。

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

「男女共同参画相談室らいふ」
～新たな一歩を踏み出すために～

女性人材リスト登録者を募集しています

電話相談

㊊㊍㊎㊏ 9時30分～16時　　　　　　　　　
㊋ 　 9時30分～19時30分

女性弁護士による法律相談（女性対象、予約制）

相談・予約　☎096-333-2666

　　　　　　㊏のみ
　　　　　　☎096-355-2223　　　　　　☎096-355-2223

第3㊏　13時～16時
　　　　��（受付15時30分まで）


